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1. はじめに


















響で、塩分は概ね 30psu以下であり、過去 2回の観測で得られた塩分より低い。また、 25psu 
以下の低塩分水が南方ではなくて、東方に向かっている。この分布から「調水調沙」時期の低塩
分水の挙動は河川水が持っている慣性と南東風が大きく影響されていると推定できる（Wanget 
al., 2008）。
親生物元素（図 4と図 5）はこのような低塩分水の分布に対応して、高濃度の硝酸態窒素、全
窒素、全リンと溶存態珪素が黄河口から東方にかけて分布している。このことから、「調水調沙」
に伴う黄河から流出された栄養塩（硝酸態窒素、全窒素、全リンと溶存態珪素）は莱州湾内部よ
り激海中部に供給されていたと言える。一方、亜硝酸態窒素、アンモニア態窒素、リン酸態リン
は黄河から流出された低塩分水に対応しておらず、干潟域と岸付近で高濃度の分布が見られてい
る。このことから、アンモニア態窒素の分布に干潟域における生物過程の影響が大きいと推測で
きる。また、リン酸態リンの分布は黄河水にリン酸態リンの濃度が低いことと、小さな川にリン
酸態リンの濃度が高いことに関係する。したがって、莱州湾周辺の小さな川は栄養塩の供給源、
特にリン酸態リンの供給源として注目すべきである。また、エピとカニの養殖池から高濃度の栄
養塩が検出されておらず、栄養塩の供給源として除去できると考えられる。
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